

















































































　図 1bに示される房室結節は涙滴状で compact 
node 部だけを示している．しかし図1cで示す田原の
手書きの連続切片標本の図譜では，小生が加筆した



























図 1　 田原　淳とDas Reizleitungssystem des  
Saugetierherzens の刺激伝導系図 
（文献 1より改変引用）






b： 著書からの改変引用であるが房室結節の compact 
node 部が Koch 三角の頂点近傍に存在し，His 束に
続いて心室へ達することを示している．
c： 連続切片標本では房室結節の compact node 部と
nodal extension 部が複雑な分布を示すことが詳細に
描画されている．













～ 0.20 秒である（図 2a）．より精密な房室結節内の
伝導時間が測定できる心内心電図（His 束心電図）で
は房室結節の伝導時間はA-H時間に相当し正常値は




















































































































SVC 上大静脈，MV 僧帽弁，TV 三尖弁，P P cell
図 4　心房筋細胞形態の多様性
心房筋は心室筋と異なり細胞形態が多様である．

















































































b： Henrick Joan Joost （Hein） Wellens, M.D.（born 13 
November 1935, The Hague）「マーストリヒトの巨
人」として知られるリンブルグ大学教授，1976 年就




d： Janse 教授，Lie 教授とともに共同編集した“The 













































































CT 分界陵，CS 冠静脈洞，EV/ER Eustachian valve/










































































































片標本を作製し，改めて compact node 部，三尖弁
輪上の右の下方伸展部，僧房弁輪上の左の下方伸展
部を一例ごとに数値化して計測することにした．そ
の 結 果 は 当 時 の NASPE（ 現 在 は HRS） の





























































a： Compact nodeの上下の切片で標本 b及び cを右に示
す．bar=1 cm　cの切片では中央の compact node 下
端の両側，右の三尖弁輪，左の僧帽弁輪上に結節組織
の下方伸展がみられる．
b： Compact node-His 束移行部では，左下方伸展組織
が上方の僧帽弁輪上に連続するが，このレベルで左
と右が分かれ始めている．
c： Compact node 下端では左右下方伸展を認め，三つの
結節組織はそれぞれ移行細胞（★）で連絡している．
bar＝5 mm　CN compact node，CT 分界陵，CSO 冠静
脈洞口，EV/ER Eustachian valve/ridge，FO 卵円孔，
HB ヒス束，IVC 下大静脈，LA 左房，LV 左室，LIE/
RIE 左 / 右下方伸展，LSE/RSE 左 / 右上方伸展，MS 












CSO 冠静脈洞口，EV/ER Eustachian valve/ridge，FO 
卵円孔，HB ヒス束，LIE/RIE 左 / 右下方伸展，LSE/





junction は His 束との移行部である．それらと inferior 
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